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次
の
十
六
冊
か
ら
、
好
き
な
図
書
を
読

ん
で
、
簡
単
な
読
書
感
想
文
を
は
が
き
に

書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
選
考
に
よ
り

図
書
カ
ー
ド
な
ど
を
贈
り
ま
す
。

□
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
、
作
品
名
と
感
想
、
住

所
、氏
名
、学
校
名
・
学
年
ま
た
は
職
業
、年

齢
を
記
入
の
上
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

〒
４
６
０
‐
８
５
０
１　

愛
知
県
庁
内

愛
知
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
会
議
事
務

局
「
読
書
感
想
文
係
」

□
応
募
締
切　

十
一
月
十
日（
月
）（
必
着
）

□
読
書
感
想
文
募
集
図
書

幼
児
向

　
『　

に
ん
の
き
こ
り
』
／
Ａ
・
ラ
マ
チ
ャ

１０
ン
ド
ラ
ン
作
／
田
島
伸
二
訳
／
講
談
社
、

『　

ぱ
ん
だ
』
／
岩
合
日
出
子
作
／
福
音

１０
館
書
店
、『
い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
』
／
こ
ん

の
ひ
と
み
作
／
金
の
星
社

小
学
校
低
学
年
向

　
『
と
し
ょ
か
ん
ラ
イ
オ
ン
』
／
ミ
シ
ェ

ル
・
ヌ
ー
ド
セ
ン
作
／
福
本
友
美
子
訳
／

岩
崎
書
店
、『
ね
ぼ
す
け　

は
と
ど
け
い
』

／
ル
イ
ス
・
ス
ロ
ボ
ド
キ
ン
作
／
く
り
や

が
わ
け
い
こ
訳
／
偕
成
社
、『
マ
ル
ガ
リ
ー

タ
と
か
い
ぞ
く
船
』
／
工
藤
ノ
リ
コ
作
／

あ
か
ね
書
房

小
学
校
中
学
年
向

　
『
気
む
ず
か
し
や
の
伯
爵
夫
人
』
／
サ

リ
ー
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
作
／
村
上
利
佳
訳
／

偕
成
社
、『
お
姫
さ
ま
の
ア
リ
の
巣
た
ん
け

ん
』
／
秋
山
あ
ゆ
子
作
／
福
音
館
書
店
、

『
ム
ジ
ナ
探
偵
局
﹇
６
﹈
榎
稲
荷
の
幽
霊
』

／
富
安
陽
子
作
／
童
心
社

小
学
校
高
学
年
向

　
『
バ
サ
ラ
山
ス
ケ
ッ
チ
通
信　

ぼ
く
の

鳥
の
巣
探
検
』
／
鈴
木
ま
も
る
作
／
小
峰

書
店
、『
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
』／
テ
ィ
ム
・
ウ
ィ

ン
ト
ン
作
／
小
竹
由
美
子
訳
／
さ
・
え
・

ら
書
房
、『
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン　

イ
ン　

ス

カ
ー
レ
ッ
ト
』
／
ジ
ェ
ラ
ル
デ
ィ
ン
・
マ

コ
ッ
ク
ラ
ン
作
／
こ
だ
ま
と
も
こ
訳
／
小

学
館

中
学
生
高
校
生
向

　
『
ウ
ル
フ
ィ
ー
か
ら
の
手
紙
』
／
パ

テ
ィ
・
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
作
／
滝
沢
岩
雄
訳

／
評
論
社
、『
生
き
抜
く
た
め
の
数
学
入

門
』
／
新
井
紀
子
著
／
理
論
社

青
年
向

　
『
な
に
よ
り
も
大
切
な
こ
と
』
／
あ
さ
の

あ
つ
子
著
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、『
犬
と
私
の

　

の
約
束
』
／
川
口
晴
著
／
文
藝
春
秋

１０□
主
催　

愛
知
県
、
愛
知
県
青
少
年
育
成

　

県
民
会
議

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
県
民
生
活
部

　

社
会
活
動
推
進
課
青
少
年
グ
ル
ー
プ

　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
１
７
５

青
少
年
に
よ
い
本
を
す
す
め
る
県
民
運
動 

育てよう 
豊かな心 
読書から 

第４７回 

１０
月
は
強
調
月
間 

１０月１４日（火） 
～１１月８日（土）

１０月１４日（火） 
～１１月８日（土） 

　

幼
保
小
中
一
貫
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
で
、
町
内
全
て
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・

小
学
校
・
中
学
校
の
園
児
・
児
童
・
生
徒

と
家
庭
で
「
親
子
ふ
れ
あ
い
読
書
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
す
。

　

読
書
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
今
回
で
三
回
目

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
「
親
子
で
一

緒
に
過
ご
す
時
間
が
持
て
た
」。「
本
の
内

容
で
会
話
が
は
ず
ん
だ
」。「
今
、
子
ど
も

た
ち
が
何
に
興
味
が
あ
る
の
か
分
か
っ

た
」
な
ど
多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に
夢

中
に
な
り
、
貴
重
な
時
間
を
奪
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
か
。
親
子
の
触
れ
合
い
は
、
子
ど

も
の
成
長
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
子
ど

も
の
こ
ろ
に
読
ん
で
感
動
し
た
本
を
紹
介

し
た
り
、
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
は
テ
レ
ビ
を
消
し
、

親
子
で
読
書
を
し
て
、
読
ん
だ
本
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

親
子
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
人
と
の
温

か
い
か
か
わ
り
方
を
子
ど
も
に
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

　

親
子
が
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
い
時
間
を
過
ご

し
、
触
れ
合
い
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
各
園
・
学
校
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課
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